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W.A.モ ーツ ァル トの ピアノ作 品における装飾音奏法の指導法 と

実践
～KV330を 中 心 と して ～
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1.は じめに

ピアノを学習す る過程 において、必ず古典派と

言われる時期の作品(ソ ナチネアルバムに収録さ

れている作品を始め、J.ハ イ ドン(1732-1809)

やWA.モ ー ツァル ト(1756-1791)、L.v.ベ ー トー

ヴェン(1770-1827)等 の作品)を 学ぶわけであ

るが、そ こにはピア ノ奏法における重要な技術が

多く含まれている。

それは単 に表面的な指の運動1生のみな らず、い

わゆる古典派 という時代様式と非常 に密接な関連

性を持つ表現方法 をも有している。

当時はそれ以前のバロック時代の名残もかな り

多く、それは楽器 においても顕著であった。

現在 のグラン ドピアノの原型は1700年 前後 に

B.ク リス トフォ リ(1655-1731)に よ って作 られ

た ピアノフォルテに遡 る。W.A。 モーツ ァル トが

活躍す る18世 紀後 半には、それまで長い間使わ

れていたチ ェンバ ロか ら新 しい楽器であるピアノ

フォルテに取って代わることになる。その後 も進

化を遂 げなが ら19世 紀 の半ばには現在のグラン

ドピアノとほぼ同じ楽器 となるが、この楽器の進

化は、作曲家にも大きな影響を与えることとな り、

奏法 として もそれ までと全 く別物に、 また困難な

ものとなってい くものもあった。

現在 に生きる私たちが、現在の楽器を使用 して

古典派の作品を演奏する場合、その当時に用い ら

れた楽器や作曲家が どの楽器 を念頭 に作品を書い

たのかにつ いてしっか りと把握 し、その作品の本

質や 内包されている特徴的な書法および奏法を理

解する必要がある。

特徴的な書法および奏法 に関 しては、テーマや

モティーフの把握や表現の幅を拡げるアーティキュ

レー ションやデ ュナー ミク、アルベルティ ・バス

の表出や分散和音の奏法、そ して対位法等の立体

的響きの構築の把握等々、非常に多岐に渡って存

在する。 これ ら様々な書法や奏法の理解は、 この

時代の豊かな音楽性 の実現 に不可欠であり、また

奏者 にとって再現芸術 としての音楽表現 にとて も

重要なことである。

それ らの中で重要な奏法 のひ とつ として 「装飾

音奏法*1」 がある。楽器の構造 上、当時 は容易

に奏することが出来た装飾音を、鍵盤の幅や深さ、

重 さ*2も 異なる現在 のピア ノで奏す るとな ると

難 しくなる場合も多く生ずる。特に学習者の多くは、

装飾音の奏法に関 して多 くの技術的課題 を抱 えて

いると思われる。

今回、本学部音楽専修の学生たちでピアノのレッ

スンを受けている一部の者を対象に、WA.モ ーッァ

ル トの ピアノソナタより様 々な装飾音が扱われて

いる3作 品をあらかじめ選 曲し学習させた。本論

はその中か らKV330*3の 第1楽 章 と第3楽 章 を

中心 に、様式を把握 し適切な解釈 を伴った装飾音

奏法の指導による演奏内容 の変化 を検証する こと

を通 して、様々な レベルのピアノ学習者の抱 える

技術的問題点を明 らか にし、 さらにそれぞれに対

応 しうる装飾音奏法 の指導 のあ り方について一つ

の試案 を提示す ることを目指 したものである。

2.W.A.モ ー ツァル トの装飾音

まず、モーツァル トの装飾音について、その時
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